




















































































































































































































































































































































































































学生 12 名と東洋英和女学院大学の西ゼミの学生 11 名も運営スタッフとし
て、またワークショップ参加者・パフォーマンス出演者として、会場のあち
こちで地元の方々との交流を築くことができたのである（写真 7）。
６.　生命の時間
せんだいメディアテークでのパフォーマンスでは、「みんなのダンスフィー
ルド」の作品上演（写真 8、9）と併せて、「かもめの一日」を多くの観客の
方々に観ていただいた。茉奈ちゃんのひとつひとつの動きに込められた、精
写真７：仙台市での身体表現ワークショップ
（2012年 10月 14日）
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一杯の表現と思いが伝わるよ
うに、三輪研究室のスタッフ
が、茉奈ちゃんの指や瞼の動
きをカメラで捉え、その映像
を舞台後方のスクリーンに映
し出していった。会場に集っ
た方々は、誰もが息を呑んで
私たちの表現を見守り、温か
い大きな拍手をおくってくだ
さった。また、この日茉奈
ちゃんとご両親は、宮城と関
東の 100 名あまりの人々が
ともに表現するワークショッ
プにも参加した（写真 10）。
子どもも大人も、障害のある
人もない人も、初めて出会う
様々な人たちが一緒になっ
て、それぞれのからだや動き
で新しい表現を創り合う時間
と空間は、“響きあう未来”
へとつながる人々の生きる姿
そのものであると感じられ
た。表現が即興的に紡がれて
いくワークショップの中盤で
は、茉奈ちゃんを囲んだ 20
名ほどのグループによって、
大きな朝顔の花が咲く様子が
表現された。その朝顔の瑞々
しい生命感に、その場に居合
写真 8，9：みんなのダンスフィールドメンバーによ
る仙台市でのパフォーマンス（2012年 10月 14日）
写真 10：ワークショップでの茉奈ちゃんと永浦典子
さん（2012年 10月 14日）
わせた人々は自然な笑みを交わし、花開くまさにその瞬間には「わー」とい
う感嘆の声とともに大きな拍手が会場全体を包んだのである。ワークショッ
プを客席で見学されていた方々も含め、この場に集う多くの身心が、表現で
「かもめの一日」をめぐって
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ひとつにつながり合っていく“生命の時間”が、被災地に生まれでたような
光景であった。
からだの表現（永浦典子）
「みんなのダンスフィールド」のパフォーマンスのフィナーレで、み
んなが舞台で自由に踊って楽しく動いていると、客席にいた茉奈は、目
をキラキラさせ、私の目と舞台とをすごい勢いで往復させています。自
ら、客席ではなく舞台に行くと訴えたのです。これには本当に驚きまし
た。「楽しいあの人の輪の中に入りたいと思ったんだ！」と嬉しくなり
ました。父親と一緒に舞台に出て行った茉奈を、客席から見守りながら
「みんなの輪の中に一緒にいることで、自由に体を動かせなくても茉奈
は踊れているんだ」と思いました。
たくさんの方々に囲まれ一緒に楽しそうに踊る娘をみて、大空を自由
に翔ぶかもめのように、私自身の心が解き放たれてふっと軽くなったか
のように感じられました。狭まりがちだった日常が、茉奈の笑顔でまた
一歩前へ踏み出せそうに思えたのです。茉奈と一緒に、私達も翔ぶこと
ができたのです。
７.　おわりに
茉奈ちゃんに誘われて宮城に通い、10 月の仙台でのワークショップで生
まれた“生命の時間”を確かな足跡として、私たちの活動は次なる段階へと
向かっている。石巻市では、8 月に行った児童デイサービスの子どもたちと
のワークショップを引き継ぐかたちで、作業療法士のＫさんが、施設の先生
方の理解と協力の下、子どもたちとの定期的な身体表現活動を継続してい
る。Ｋさんと私とは、メールでのやり取りや直接会う機会を設け、活動の様
子や身体表現の援助のあり方に関する意見交換を続けている。一方、東松島
市では、地域の方々の熱意と連携によって、障害のある子どもたちを含むさ
まざまな人々が集う身体表現のグループが生まれつつある。私たちは、こう
したグループと関東とを表現でつなぐ共創のデザインを構想し、共に表現を
創り合う仲間として、関東での緩やかな組織づくりに取り掛かった。12 月
から月に 1 度、東松島市の赤井地区で行うこととなったワークショップに
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は、私たちのほかにも、さまざまな領域の専門家や学生たちが一緒にでかけ
るようになってきた。ゆっくりとした歩みではあるが、その輪は少しずつ、
確実に広がっていると感じられる。一方で、こうした共創を実現するために
は、種々の問題と粘り強く向き合う力も必要となる。人と人との出会いの場
では、さまざまな戸惑いや思いがけないズレも発現する。現地での宿泊や移
動の問題、活動資金といった現実的な課題も徐々に解決していかなければな
らない。しかしながら、これらもまた、私たちみんなの大切な表現の一部で
ある。「かもめの一日」で、茉奈ちゃんが自らの身体と表現で示してくれた
ように、つながっている大空で、吹く風と戯れながら、未来へと共に“翔ぶ
こと”を叶えていきたいと思っている。
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